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●放送大学テキスト

放送大学教育振興会一般
財団
法人

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 1－14－1

TEL 03-3502-2750
FAX 03-3592-2482

www.ua-book.or.jp

貝塚茂樹
戦後日本教育史

師岡章・佐久間路子・田中浩二
幼児教育の指導法

教育の行政・政治・経営
青木栄一・川上泰彦・村上祐介 浅沼茂・奈須正裕・北村和夫・成田幸夫

久野弘幸

カリキュラムと学習過程

稲垣恭子
教育文化の社会学

住田正樹・田中理絵
人間発達論特論

堺正之
道徳教育の方法

生涯学習の新たな動向と課題
立田慶裕

●ご希望の方に「図書目録」をお送りします。詳しくは

玉井康之・夏秋英房・岩永雅也・
宮田美恵子

地域コミュニティと教育

岩永雅也
教育社会学概論

坂田仰・岩橋健定・黒川雅子・山田知代
学校と法 [改訂版 ]

田中博之
カリキュラム編成論 [改訂版 ]

現代日本の教師
油布佐和子・岩立京子・佐久間亜紀
元兼正浩

田中理絵・天童睦子・東野充成・
遠藤野ゆり

現代の家庭教育

道徳教育の理念と実践
押谷由夫・永田繁雄・新井浅浩・諸富祥彦
西野真由美

岩田弘三・谷田川ルミ・岡田佳子・冨江英俊
熊田博喜

子ども・青年の文化と教育

古賀正義・山田哲也・田中理絵
金子真理子

現代社会の児童生徒指導
岡崎友典・永井聖二・冨江英俊・加藤理
教育学入門 -教育を科学するとは -

近藤博之・岩井八郎･木村涼子･中澤渉
大多和直樹

教育の社会学

日本子ども社会学会要旨集録　Ａ４広告　190521

岡崎友典・梅沢実・井上清美・押元信幸
芦田川祐子

乳幼児の保育・教育





TEL03（3944）2611　FAX03（3946）4377
〒112-0011　東京都文京区千石 4－2－15

https://www.kenpakusha.co.jp/　 価格本体（税別）

コンパクトながら深い学びへ　新テキストシリーズ／コンパス

2019年新刊教科書のご案内

★このほか，2019年度からの新保育士養成課程に対応した新刊・改訂版を多数刊行しております。
　詳しくは当社Webサイトにてご確認ください。

保育内容健康
前橋　明　編著

コンパスシリーズ好評既刊

保育内容人間関係
岸井慶子・酒井真由子　編著

保育内容総論〔第2版〕
咲間まり子　編著

コンパス 保育内容表現
＊子どもの遊びそのものを「表現」ととらえ，実際の事例，教材研究を通して，領域「表現」のねらい及び
　内容について理解を深められる。年齢ごとの指導案も多数掲載。新要領，指針に準拠。

島田由紀子・駒久美子　編著　
B5判／160頁　本体2,000円

コンパス保育原理
＊生きる力の基礎を育むための 3つの資質・能力，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を見すえ，人
　生 100 年時代を生きるこれからの子どもたちに本当に必要な保育を考えた。新要領，指針に準拠。

田中敏明　編著　
B5判／136頁　本体1,900円

―未来を生きる
　　子どもの保育―

保育内容環境
髙橋貴志・目良秋子　編著

保育内容言葉〔第2版〕
内藤知美・新井美保子　編著

乳児保育
咲間まり子　編著

障害児の保育・教育
武藤久枝・小川英彦　編著

幼児の体育
前橋　明　編著

̶動きを通して
　　　心を育む̶



建築躯体に手を加えることなく
ICT空間を容易に構築。
現在の授業では、 固定されたテーブルに着いて一方的に話を聞く学習
ばかりではなく、 最新のICT機器を用いた授業や、 PBL※などのグループ
単位で能動的に活動するような授業が増えてきています。
そういった授業の中では、通常の 「レクチュア」 から、 グループ毎に 
分かれて活動する 「グループワーク」、成果を共有・発表する 「プレゼン
テーション」 や 「ふりかえり」 といった場面の転換が必要不可欠です。
それぞれのシーンにマッチした空間セッティングへの変換が、 スムーズ 
かつクイックに実現できるこれからの教室、 それが 「FUTURE CLASS 
ROOM®〈フューチャークラスルーム®〉」 の考え方です。
※ PBL（Project Based Learning）：授業形態の一つで「課題解決型授業」のこと。

「フューチャークラスルーム®」は、学校関係者や企業・研究機関と 
ご一緒に新しい授業スタイルの研究開発・実証実験を行える場所と
して、新川本社ビル（東京都中央区）、大阪支店（大阪府大阪市）、 
九州支店（福岡県福岡市）に設置しております。ぜひ、ご来場ください。

Ⓡ

TOKYO

TOKYO

OSAKA

FUKUOKA

www.uchida.co.jp/education

高等教育事業部

東 京  〒135－0016 東京都江東区東陽2－3－25 東日本営業部  03（5634）6441
大 阪  〒540－8520 大阪市中央区和泉町２－２－２ 西日本営業部  06（6920）2493
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